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菊
薫
憮
か
ざ
り
茶
曲
の
文
化
あ
リ
ー
ー
‐

十
年
前
の

「菅
茶
山
先
生
　
生
誕
二
百
五
十
年
祭
」
り
と
き
、
俳
人
竹
下
陶
子

先
生
が
献
旬
さ
れ
ま
し
た
。

は
る
か
二
百
六
十
年
前
、
茶
曲
先
生
が
お
生
ま
れ
に
な

っ
た
時
と
同
じ
く
、
我

が
舞
土
神
辺
は
菊
が
香
り
、
黄
金
の
波
が
広
が
り
、
平
和
で
豊
か
な
町
と
し
て

生
々
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

本
田
、
地
元
自
治
会
の
ご
奉
仕
に
よ
っ
て
、
簾
塾
前
広
場
、
す
な
わ
ち
先
生
ご

と
世
中
、
廉
塾
の
塾
生
達
が
耕
し
た
畑
を
広
場
に
位
備
さ
れ
て
、
今
回
初
め
て
、

資
棄
夕
陽
村
会

・
簾
塾
に
お
い
て
、
先
生
の
生
誕
係
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
菅
茶
曲
先
生
絋
影
の
活
動
を
省
み
れ
ば
、
現
在
疲
で
、
数
々
の
行
事
が
企
画
実

行
さ
れ
て
お
り
醸
す
の
で
ご
報
告
申
し
上
ぽ
致
す
。

古
く
は
大
三
十
五
年
、
北
辰
会
に
よ
っ
て
先
生
歿
後
百
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
後
昭
和
五
十

一
年
に
百
五
十
年
祭
。
続
い
て
爾
六
十
年
祭
を
機
に
菅
茶

鍮
遺
芳
憑
彰
会
が
絶
な
さ
れ
、
百
六
十
五
年
案
を
迎
え
ま
し
た
。

を
し
て
、
先
鐘
歿
後
百
七
十
年
余
は
武
え
て
平
成
十
年
に
は
生
誕
二
百
五
十
年

よ
銘
打

っ
て
、
神
辺
文
化
金
館
に
お
い
て
は
大
な
式
興
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
今
回
ま
で
菅
凝
幽
鑽
彰
会
は
、

「茶
山
詩
話
」
綽
発
刊
。

「茶
山
ポ
エ
ム

絵
画
展
」
の
毎
年
開
催
。

「町
並
み
格
子
戸
震
」
の
開
催
。

「茶
山
詩
碑
」
の
建

立
。

「茶
曲
遺
墨
集
」
の
発
刊
。
を
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「菅
茶
曲
遺
芳
顕

彰
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
」
の
立
ち
上
げ
場
な
ど
、
神
遜
町
文
化
の
大
き
な
う
ね
り
を

お
こ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
顕
彰
会
理
事
全
員
の
献
身
的
な
奉
仕
活
動
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
こ
と

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
茶
曲
文
化
を
支
え
て
下
さ
る
義
倉
財
団
、
神
辺

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
神
辺
町
観
光
協
会
、
深
安
郡
医
師
会
な
ら
び
に
歯
科
医
師

会
有
志
、
渋
谷
育
薬
会
、
そ
の
他
有
志
の
方
々
の
ご
厚
志
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で

あ
り
ま
す
。

菅
茶
曲
先
生
は
京
都
で
学
ば
れ
た
後
、
郷
里
神
辺
に
帰
り
、
学
問
の
種
を
蒔
く

と
し
て
、
プ』
の
資
業
夕
陽
神
舎
簾
れ
を
製
し
、
子
弟
の
教
育
に
生
涯
を
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
教
育
儡
識
兄
は
今
回
の
教
育
に
も
十
分
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

九
年
来
、
講
演
を
願

っ
た
小
説
パ
藤
井
金
美
予
発
生
痺
広
島
大
学
の
西
原
千
代

先
生
に
よ
っ
て
、
茶
曲
先
生
が
蝶
や
花
な
ど
の
自
然
現
象
だ
け
で
な
く
、
政
治
に

も
深
く
関
心
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
頭
彰
会
の
歩
み
は
今
回
の
記
念
余
を
機
に
冊
子
と
し
て
残
す
こ
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
σ

以
上
、
本
国
の
式
典
は
当
た
り
、
参
加
者

一
回
な
ら
が
に
菅
茶
山
顕
彰
の
有
志

を
代
表
し
、
蕪
辞
を
述
べ
て
祭
文
と
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
十

一
月
二
日

菅
茶
山
生
誕
二
六
〇
年
祭

実
行
委
員
会

委
員
長
　
一凸
　
」稿
　
一亭
　
　
一


